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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
虚血Zlu3enaBmenderup(SB)による食中毒の報告は世界で2例のみであるoA社が製造した紹
食弁当を提供された786名を対象にコホート研究を行い644名から回答を得た｡症例定義は8月
8日午前0時から8月14日午前0時までの間に下癖x24時間当たり4回以_0または発熱(38oC
以_臼を呈した者としたo症例定義に176名が合致した｡発症と有意に馳 ミある食品は卵とじ(准
対危険度仕訳):ll.74,95%信鮒 CX):2.98-46.24)､豚肉の煮つけ触 3.17,CI:1.24J.10)､
酢柵 4.13,α:1.60-10.63)であった｡症例定義を絞った場合､これらうち卵とじのm の
みが高かった.SBは5名の症例､6名の調理従事者から検出された.本食中毒はSBに汚染され
た末殺齢脚Frが原因である可能性が示唆された.
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､市販の給食弁当により発生した大規模な食中毒の原因を追及するため､
患者や調理従業者から菌の分離 ･同定を行 うと共に､食品が保存されていなかったこ
ともあり､弁当を喫食した786名を対象にコホー ト研究を行ったものであるO患者や
調理従業者からはSalmonelaBraenderupが分離され､アンケー ト回答者644名の疫
学調査からは､未殺菌液卵を使用した ｢卵とじ｣が唯一の原因食であることが推察さ
れたので､本中毒は､Sa血onelaBraenderupに汚典された ｢卵とじ｣によるものと
結論した0 本論文は世界で3例日のSalmonelaBraenderupによる大規模な食中毒
の報告であり､かつ､疫学的調査の重要性を示したものであるので､価値ある業績で
あると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるC
